
  

　
脊
柱
は
頸
椎
、
胸
椎
、
腰
椎
お
よ
び

仙
椎
が
連
な
っ
た
骨
の
柱
で
、
①
体
を

支
え
る
、
②
頭
や
体
を
動
か
す
、
③
神

経
（
脊
髄
、
馬
尾
、
神
経
根
）
を
保
護

す
る
と
い
う
３
つ
の
働
き
が
あ
る
。

「
脊
柱
は
幼
児
期
か
ら
成
長
過
程
を
経

て
、
中
高
年
か
ら
高
齢
期
に
も
変
化
し

ま
す
。
脊
柱
に
変
形
が
起
こ
る
と
、
姿

勢
や
外
見
も
悪
く
な
り
、
様
々
な
疾
患

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
」

　
高
齢
者
に
生
じ
る
脊
柱
変
形
と
し
て

特
に
多
い
の
は
円
背
（
え
ん
ぱ
い
）
と

変
性
側
弯
症
だ
。
円
背
は
脊
柱
が
丸
く

な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
骨
粗
し
ょ

う
症
に
よ
る
椎
体
骨
折
の
多
発
な
ど
が

原
因
で
す
。
背
中
が
丸
く
な
る
と
腹
圧

が
高
く
な
り
、
逆
流
性
食
道
炎
に
よ
る

胸
焼
け
、
便
秘
、
円
背
を
補
う
た
め
に

首
や
腰
に
負
担
が
か
か
り
、
首
や
腰
の

痛
み
、
さ
ら
に
腰
椎
が
前
弯
に
な
っ
た

場
合
は
神
経
圧
迫
に
よ
る
脚
の
し
び
れ

や
坐
骨
神
経
痛
が
生
じ
る
。

「
高
い
所
に
手
が
届
か
な
い
、
容
姿
が

気
に
な
る
、
歩
く
速
度
が
遅
く
な
る
と

い
っ
た
、
社
会
活
動
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活

の
質
）の
低
下
や
要
介
護
と
い
っ
た
問

題
が
生
じ
ま
す
。
有
効
な
治
療
は
な
く
、

骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
に
よ
る
圧
迫
骨

折
の
予
防
が
第
一
で
す
」

　
変
性
側
弯
症
は
、
下
位
胸
椎
か
ら
腰

椎
の
加
齢
に
よ
る
変
化
で
、
側
弯
や
後

弯
が
生
じ
る
こ
と
。
神
経
根
が
圧
迫
さ

れ
て
腰
部
と
背
中
、
下
肢
の
神
経
痛
が

生
じ
る
。
治
療
は
薬
物
療
法
や
温
熱
な

ど
の
理
学
療
法
が
中
心
と
な
る
。

「
神
経
症
状
や
腰
背
部
痛
が
強
く
、
薬

物
療
法
が
効
か
な
い
場
合
は
、
変
形
を

矯
正
す
る
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
手
術
な
ど
を
行
い
ま
す
」

　
頸
椎
の
前
弯
が
失
わ
れ
る
首
下
が
り

症
候
群
、
腰
椎
の
前
弯
が
強
く
な
り
、

中
高
年
の
女
性
に
多
い
腰
椎
過
前
弯
、

胸
椎
や
腰
椎
の
前
弯
が
失
わ
れ
る
後
弯

変
形
も
前
方
注
視
困
難
、
和
式
ト
イ
レ

で
用
が
足
せ
な
い
な
ど
、
日
常
生
活
で

の
支
障
が
生
じ
る
。

「
人
生
１
０
０
年
と
い
わ
れ
る
現
在
、

脊
柱
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
す
。
運
動
器
、
特
に

筋
力
や
関
節
の
可
動
域
は
自
分
の
意
思

で
鍛
え
ら
れ
る
部
位
で
す
。
若
い
頃
か

ら
正
し
い
姿
勢
へ
の
意
識
を
高
く
持
ち
、

適
度
な
運
動
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
美
し
く
正
し
い
姿
勢
は
、
病
気

を
予
防
し
、
健
全
な
自
意
識
を
育
み
ま

す
。
超
高
齢
社
会
の
日
本
に
は
高
齢
者

の
社
会
参
加
は
重
要
で
す
。
よ
い
姿
勢

を
保
っ
て
社
会
に
出
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ら
が
保
た
れ
て
こ
そ
、
よ
い
形
で

の
社
会
参
加
が
可
能
に
な
る
の
で
す
」

美
し
く
正
し
い
姿
勢
が

病
気
を
予
防

悪
い
姿
勢
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
脊
椎
に
変
形
が
生
じ
る
と
様
々
な
病
気
に
繋

が
る
。
特
に
高
齢
者
に
多
い
症
状
や
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て
、
大
阪
行
岡
医
療

大
学
特
任
教
授
・
国
立
病
院
機
構
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
米
延
策
雄
名
誉
院

長
に
話
を
聞
い
た
。
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脊柱変形（姿勢異常）
❶首下がり症／症状
は前方が注視できな
くなる。頚部痛、四
肢の麻痺など。若い
時からの姿勢の保持
が予防と考えられる。
❷腰椎過前弯／症状
は腰痛（特に朝や動
き始め）和式トイレ
で用がたせないなど。
幼少期からしゃがま
ないなどが原因と考
えられる。
❸側弯症（術前）／症
状としては、腰部背
部の痛み。馬尾や神
経根が圧迫され、間
欠性跛行や下肢の神
経痛が生じる。
❹側弯症（術後）／神
経症状が強く、薬物
療法が効かない場合
は外科治療を行う。
脊椎インプラントに
よる脊椎を正しい姿
勢に矯正する手術と
なる。

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）を

低
下
さ
せ
る
姿
勢
異
常

❶❷

❸❹


